


　昭和 51 年未までに本症の 8 例が手術を受け,術後の収縮期圧較差 15mmHg 以

下の改善を得て退院している。合併心血管異常は PDA を伴う Turner 症候群 1

例,長い管状縮窄で腹部に及ぶ人工血管で修復したもの 1 例である。術前の収

縮期圧較差は 17mmHg～86mmHg,平均 51mmHgで,手術時年令は3才 2月～12才 11

月,平均年令 8 才 4 月である。8 例中 1 例は術後 5 年を経てリンパ性白血病に

罹り 20 才 1l 月(術後 8 年 3 月)で死亡したが,他の 7 例ほ再縮窄も認めず現在

健康に支障を認めていない。


